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モバイル点滴デバイスで
患者のQOLを向上する
「アットドウス」
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アットドウス株式会社

代表取締役中村 秀剛
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代表取締役中村 秀剛
横浜市在住 50歳。機械工学科

経営学修士(MBA) 中小企業診断士

前職では監査法人トーマツで中小企業の支援や

業務改善と共に、ベンチャー企業の成長支援に注力。

2017年９月１日アットドウス株式会社を立ち上げる。

金型製造業における
「モノづくり」の経験・知識

システム開発会社における
IT活用の知識・経験

中小企業・ベンチャー経営の
支援・知識・経験

強み
設立の背景

息子が1歳の時に義父が癌で他界。20年ほど入退院を繰り返す。

最後は全身に転移し会話もできなかった。

また、7年前に祖父、昨年祖母が自宅で息を引き取る。

両親による自宅介護の現場を目の当たりにする。

アットドウスとの出会いは運命。残りの生涯のテーマ。

患者のQOLの向上と家族の負担軽減に取り組む。

© atDose Co., Ltd.

自己紹介
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面談の目的

➢現状のデバイス開発状況や研究状況に関する報告
✓関連する研究に関するニーズ

➢当社デバイスの特徴を活かした研究に関するニーズ確認
✓超微量（nℓ・μℓ/mオーダー）に局所に投薬することができる

➢AMED事業の今後の臨床に対する相談
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ポンプに特徴
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ポンプ 多孔質のセラミック 穴の拡大イメージ
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電気の流れを水の流れに変える装置
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動作検証動画
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https://atdose.com/2020/03/07/prototype-video/

https://atdose.com/2020/03/07/prototype-video/


電気浸透流ポンプの特長①
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軽い

小さい

安い

使い捨て医療機器に使える使い捨て医療機器に使える

衛生面で安心安全衛生面で安心安全持ち運びに便利持ち運びに便利



電気浸透流ポンプの特長②
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振動がない 音がしない 脈流がないその他の特長

© atDose Co., Ltd.

押す力
既存ポンプと同等以上

消費電流が
とても小さい

長時間の連続使用長時間の連続使用



当社の強み（特許とノウハウ）

電気浸透流は19世紀初め、ロシアの物理学者が発見

特許の名称 出願日・特許番号 発明者

特許１ 携帯型小型輸液装置
2017年4月21日

PCT/JP2018/015779
平藤 衛

特許２
薬液投与ユニット、薬液投与モジュール、

薬液投与装置、及び薬液管理システム

2020年4月1日

特許6744527
中村 秀剛

© atDose Co., Ltd.

2017年に実用化に成功2017年に実用化に成功
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特許① 素材と形状
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特許の名称 出願日・特許番号 発明者

特許１ 携帯型小型輸液装置
2017年4月21日

PCT/JP2018/015779
平藤 衛

© atDose Co., Ltd.

デバイスの材料・加工方法



特許② IoT制御による管理

11

特許の名称 出願日・特許番号 発明者

特許２
薬液投与ユニット、薬液投与モジュール、

薬液投与装置、及び薬液管理システム

2020年4月1日

特許6744527
中村 秀剛

© atDose Co., Ltd.

当社ポンプとIoTの組合せ



非公開のノウハウ⇒一番の参入障壁
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電気浸透流を作り出すセラミックの加工

混ぜ合わせる
材料

配合割合
加工条件

（温度・時間）

© atDose Co., Ltd.



アットドウス atDose の意味
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• attoとは、10のマイナス18乗⇒ 超微量
• atとは 「…のところに」「…を狙って」という意味⇒局所に
• Doseは「服用量」「一服」といった投薬を表す言葉

atDoseとは超微量に局所に投薬するという意味の造語atDoseとは超微量に局所に投薬するという意味の造語

© atDose Co., Ltd.

接頭辞 記号 10n 十進数表記

ミリ milli m 10−3 0.001

マイクロ micro µ 10−6 0.000 001

ナノ nano n 10−9 0.000 000 001

ピコ pico p 10−12 0.000 000 000 001

フェムト femto f 10−15 0.000 000 000 000 001

アト atto a 10−18 0.000 000 000 000 000 001



平藤 衛
CTO

MBA/中小企業診断士

元監査法人トーマツ

中村 秀剛
CEO

チーム構成

山田 澄人
執行役員

元メディカルシステム
開発センター長

元 FUJIFILM

ジーバナンダム
海外進出

元横河電機

公認会計士

福島 泰三
監査役

弁護士

黒川 慶彦
契約

弁理士

山下 滋之
知財

医療機器コンサル

真鍋 緑朗
QMS

元 東芝メディカル

青木 久敏
品質管理

葛城 禎之
社外取締役

デフタ・キャピタル

事業推進本部長

室谷 剛志
財務

公認会計士

機械工学

中道 聡
製造責任者

医療情報・海外展開

アビジット
COO

大塚浩貴
海外担当 執行役員

MBA

外資系 案件対応



コアメンバー／メディカルパートナー
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城西大学 薬学部
薬粧品動態制御学研究室

藤堂 浩明 先生

だんのうえ眼科クリニック

檀之上 和彦 理事長

平藤 衛
CTO

MBA/中小企業診断士

元監査法人トーマツ

中村 秀剛
CEO

医療情報・海外展開

アビジット
COO

医療機器コンサル

真鍋 緑朗
QMS

元 東芝メディカル

青木 久敏
品質管理

室谷 剛志
財務

公認会計士



2022/8 インド・バンガロールにて研究開始
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これまでの主な活動実績
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➢ 2017年09月
横浜市旭区にて会社設立

➢ 2018年01月
経産省の始動Next Innovator2017 SV派遣

➢ 2018年09月
NEDO「研究開発型ベンチャー支援事業」採択

➢ 2018年09月
川崎市 KBIC にて研究所立ち上げ

➢ 2019年09月
「TECH PLANTER バイオテック
グランプリ」にて「企業賞受賞」

➢ 2020年02月
横浜市ビジネスグランプリ2020
ファイナリスト「オーディエンス賞」

➢ 2022年01月
かながわビジネスオーディション2022
ファイナリスト「神奈川県知事賞」

➢ 2022年04月
令和4年度 「医療機器等研究成果展開事業」(9000万/3年)
「眼球内に局所で超微量の投与や吸引を可能とする電動シリンジの研究」

2020年7月21日
＜神奈川県＞
第1種医療機器
製造販売業登録

2020年7月21日
＜神奈川県＞
第1種医療機器
製造販売業登録

© atDose Co., Ltd.
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がん免疫療法の奏功率を改善する治療薬の開発
研究開発品の名称：LNP-siRiplet
対象疾患 ：抗PD-1抗体などの免疫チェックポイント阻害剤が適⽤と

なる癌（悪性⿊⾊腫、⾮⼩細胞肺癌、腎細胞癌など）。あ
るいは、まだ適⽤となっていない癌。

症状 ：免疫チェックポイント阻害剤による治療で、治療効果が現
れない症例。

患者数 ：〜500万⼈（世界）、〜10万⼈（⽇本）
治療法 ：免疫チェックポイント阻害剤との併⽤（点滴）。
本研究の特徴：細胞傷害性T細胞のRiplet遺伝⼦の機能を低下させる

ことで、オプジーボやキイトルーダなどのがん免疫療
法の奏功率を向上させる。

資料1-4



研究のコンセプト
研究の背景：
１）Ripletは当研究室で発⾒したE3ユビキチンリガーゼである(Oshiumi H et al., 

Cell Host & Microbe 2010 8: 496-509)。
２）マウス担がんモデルでは、抗PD-1抗体を⽤いたがん免疫療法の効果は、

Riplet遺伝⼦をノックアウトすることで増強することを当研究室で発⾒した
（Iwamoto A et al., J. Immunol. 2022; 208: 2067-2076）

作⽤機序：Riplet遺伝⼦に対するsiRNAを脂質ナノ粒⼦(Lipid Nanoparticle: 
LNP)を⽤いて細胞傷害性T細胞へ伝達させることで、抗PD-1抗体によ
るがん免疫療法の効果を増強させる。

CTL

LNP-siRiplet

Riplet分⼦による
免疫抑制を解除

抗PD-1抗体

PD-L1による
免疫抑制を解除

⼆つの異なる抑制経路を同時に解除することで
癌細胞に対する特異的免疫応答が強く活性化する

脂質ナノ粒⼦(LNP)

siRNA

LNPの合成はFujifilmなどに依頼を検討中



研究データ

A B

Riplet KOマウスでは抗PD-1抗体によるがん免疫応答が増強する
図１
マウスより採取したCD8陽性T細胞を試験管内で
刺激したのちの遺伝⼦発現について網羅的に調べ
た結果、Riplet遺伝⼦を⽋損させることで、
Eomesやグランザイム（Gzm）遺伝⼦の発現が
亢進した（A）。GzmBのタンパク量についても
Ripletをノックアウトすることで増加することが
観察された（B)

Iwamoto A et al., J Immunol. 2022

A 図２
マウス担がんモデルにおいて、抗PD-
1抗体を⽤いたがん免疫療法による治
療を実施したところ、抗PD-1抗体単
独では消失しなかった腫瘍が、Riplet
遺伝⼦ノックアウトマウスでは完全
に消失した。

腫瘍が治療開始後の早期から消失する

ノックアウトマウスで観察
された現象をヒトで誘導す
るために、siRNAをドラッ
グデリバリーの技術を⽤い
てがん患者に⽤いる。



今後の予定・研究計画

共同研究に期待すること

１）がん患者のT細胞のRiplet遺伝⼦の発現を抑制するために、Riplet遺伝⼦に対
するsiRNAを含む脂質ナノ粒⼦（LNP-siRiplet)を合成する。

２）マウス担がんモデルで、LNP-siRipletを抗PD-1抗体と併⽤して投与し、LNP-
siRipletが、抗PD-1抗体による効果を増加させることを⽰す⾮臨床POCを取得
する。

３）ヒトへの外挿性を⽰すために、がん患者のT細胞のRiplet発現量と抗PD-1抗体
による治療効果との相関を調べる（臨床研究）。

４）LNP-siRipletを抗PD-1抗体と併⽤してがん患者に投与する臨床試験を実施す
る。

１）マウス動物モデルで得られる知⾒がヒトへ外挿できることを⽰すデータの取
得（オプジーボなどを⽤いた治療において、予後とT細胞のRipletの発現量
の相関の解析：臨床検体を⽤いた解析または検体の提供）

２）LNP-siRipletを併⽤したがん免疫療法の臨床試験の実施


